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第 247回「光学」編集委員会

　2009年 12月 10日（木）に応用物理学会会議室において
開催されました．今回は，第 39巻第 7，8，9号の企画決
定，第 39巻第 10，11，12号の第二次構想案，第 40巻第
1，2，3号の第一次構想案の審議，第 40巻第 5，6，7号の
号担当の決定が行われました．その後，書評進捗状況につ
いての報告，論文投稿・審査状況，各号の進捗状況，会計
等の報告がなされました．今回は，企画決定から第一次構
想案まですべて 3号分を審議しなければならないため，効
率よく，かつ慎重に検討を行いました．また，今年度で退
任する後任委員の人選について協議し，研究分野や地域の
バランスを考慮して次回までに編集委員の依頼をすること
になりました．

平成 21年度 Optics & Photonics Japanベストプレゼン

テーション賞

　Optics & Photonics Japan ベストプレゼンテーション賞
は，太田健史氏（大阪大学），松本雅人氏（大阪大学），横
地界斗氏（東京農工大学），下里祐輝氏（京都工芸繊維大
学）が受賞され，授賞式は Optics & Photonics Japan 2009

にて行われました．なお，選考委員は以下の通りでした．
委員長： 谷田貝豊彦
委　員： 志村　努・尾松孝茂・庄司一郎・加藤純一・岡

田英史・羽石秀昭・早崎芳夫
審査委員： 52名
詳細記事は，次号に掲載の予定です．

2009年度「光みらい奨励金」採択者決定のお知らせ

　日本光学会では，光科学技術を新産業に結びつけていく
ことができる独創的な研究を支援することを目的として，
「新産業創出に向けた独創的な研究への奨励金─光みらい
奨励金─」（後援：コニカミノルタ画像科学振興財団）を
設け，募集ならびに選考を行いました．その結果，以下の
とおり採択者を決定いたしました．
　● 光みらい若手奨励金（30万円）：鯉田孝和氏（自然科

学研究機構生理学研究所）「画素値飽和を起こしたカ
ラー画像の明度知覚（クリッピング錯視）」

　● 光みらい学生奨励金（5 万円）：小原正樹氏（岩手大
学）「双曲面型体積インターフェログラムの計測に基
づいた分光立体映像法」

なお，第 5回光応用新産業創出フォーラムにおいて奨励金

授与式を行います．フォーラムについてはホームページ
http://www.osj-sangakukan.jp/forum.html#forum5_20100226

をご覧ください．
問合せ先： コニカミノルタオプト（株）NC 事業準備室　 

佐藤　彰　　電話 042―660―9405　
　　E-mail hikari-mirai2009@osj-sangakukan.jp

第 35回光学シンポジウム講演募集「光学システム・

光学素子の設計，製作，評価を中心として」

期　日： 2010年 7月 8日（木），9日（金）
場　所： 東京大学生産技術研究所 An棟コンベンション

ホール（東京都目黒区駒場 4―6―1）
主　催：日本光学会
応募講演の性格および内容：①原則，未発表のものとしま

す．ただし，既発表のものと一部重複があっても，光
学にかかわる新規な内容が含まれていれば発表可能で
す．②内容は，光学システムおよび光学素子の設計，
製作，評価に関連した講演を中心として，日本光学会
の活動の全分野を対象とします．特に，これに関連し
た実際的な問題に踏み込んだ講演を歓迎し，また問題
提起の講演も認めます．

講演方法・時間： 基本的に口頭講演のみとします．プロ
グラム編成の都合により，あらかじめ連絡の上，ポス
ターセッションへ変更をお願いする場合があります．
発表は 20 分（質疑応答 5 分含む），PC プロジェク
ター．

応募資格： 日本光学会（入会予定含む），応用物理学会，
SPIE，OSKおよび協賛の学協会会員．

応募方法： 以下の内容を電子メールにてお送りください．
題目，氏名（登壇者には○を付ける），所属機関名，
英文題目，英文氏名，所属機関英文名，アブストラク
ト（200字以内），連絡先（郵便番号，住所，氏名，E-

mail，電話，Fax）．申込受付確認のメールを 1週間以
内に返送します．期限を過ぎてもメールが届かない場
合はご連絡ください．

応募締切： 2010年 3月 5日（金）必着
予稿提出： 採用した講演については，所定フォーマット

のオフセット原稿または PDF形式の電子ファイルを
提出していただきます．詳細は，後日案内予定の予稿
原稿の書き方，ホームページをご参照ください．

予稿締切： 2010年 4月 23日（金）必着
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応募・問合せ先： （株）東芝 研究開発センター　岡野英明
　　〒212─8582 川崎市幸区小向東芝町 1

　　電話 044―549―2329　Fax 044―520―2057

　　E-mail optsympo35@beetle.ocn.ne.jp

光学シンポジウムのホームページ http://annex.jsap.or.jp/ 

OSJ/meet/symposium/index.shtml

第 115回微小光学研究会「色々なレーザー：誕生から

50年」

日　時： 2010年 3月 4日（木）　10：00～17：00

場　所： 東京女子医科大学・早稲田大学連携先端生命医
科学研究教育施設 TWIns（都営大江戸線若松河田駅下
車徒歩 5分）

主　催： 日本光学会微小光学研究グループ
プログラム： ①特別講演「レーザー誕生 50年」霜田光一
（東大名誉教授）②「AlGaN系深紫外半導体レーザー
の現状と課題」川西英雄（工学院大）③「ガスセンシ
ング用 2 m m 波長帯半導体レーザー」佐藤具就ほか
（NTT）④「InGaN系面発光レーザーの電流注入発振」
大前邦途ほか（日亜化学）⑤「量子ドットレーザーの
開発と商業化」菅原充（QD レーザ）⑥「ピコプロ
ジェクター用赤色高出力半導体レーザー」八木哲哉ほ
か（三菱電機）⑦「眼科用オレンジファイバーレー
ザー光凝固装置の開発」小嶋和伸ほか（ニデック）⑧
「青紫半導体レーザーの歯科治療への応用」畑山均
（住友電工）ほか⑨「光ファイバー先端発振型中赤外
レーザーと脳外科への応用」大森繁（テルモ）ほか　
※プログラムは微小光学研究グループのホームページ
http://www.comemoc.com/でご確認ください．また，
休憩時間帯に TWInsの施設見学を予定しています．

参加費： 一般 4,000円，学生 1,000円（資料代含む．当日
ご持参ください）

参加申込： 不要（直接会場にお越しください）
問合せ先： NTTフォトニクス研究所　渡辺俊夫
　　電話 046―240―3183　Fax 046―240―4526

　　E-mail wata104@aecl.ntt.co.jp

ODF’10, Yokohama

期　日： 2010年 4月 19日（月）～21日（水） 
場　所： パシフィコ横浜（横浜市西区みなとみらい 1―1―1）
主　催： 日本光学会光設計研究グループ
協　賛： ICO, OSA, EOS, OSK, COS, ROSほか
後　援： 日本光学会
参加費： 3月 19日まで：会員 45,000円，一般 48,000円，

学生 12,000円．3月 19日以降：会員 50,000円，一般
55,000円，学生 15,000円．

問合せ先： （株）プロアクティブ　ODF’10事務局
　　電話 078―332―2505　Fax 078―332―2506

　　E-mail odf10@odf.jp

　　URL http://www.odf.jp

2010年ナノフォトニクスに関する国際会議

期　日： 2010年 5月 30日（日）～ 6月 3日（木）
場　所： つくば国際会議場（つくば市竹園 2―20―3）
主　催： OSA （Optical Society of America）
共　催： 日本光学会
協　賛： 茨城県科学技術振興会，物質・材料研究機構，

Peking University, University of Dayton（順不同）
参加費： OSA会員：事前登録 $450，当日受付 $500．非会

員：事前登録 $550，当日受付 $600．学生：半額．
申込期限： 論文投稿締切 2010年 1月 30日，事前登録締切

2010年 4月 15日
問合せ先： （独）物質・材料研究機構　浅川　潔
　　電話 029―851―3354（内）5148　Fax 029―863―5571

　　E-mail ASAKAWA.Kiyoshi@nims.go.jp

　　URL http://www.nims.go.jp

VISION Japan 2010および VISION 技術特別セミナー

期　日： 2010年 4月 21日（水）～23日（金）
会　場： パシフィコ横浜（横浜市西区みなとみらい 1―1―1）
主　催： 日本インダストリアルイメージング協会，月刊

OPTRONICS

協　賛： 日本光学会ほか
参加費： 協賛団体会員 14,700円，一般 15,750円．展示会

入場は無料（登録制）
問合せ先： （株）オプトロニクス社事業推進室　宇津野操
　　電話 03―3269―3550　Fax 03―3269―2551

　　E-mail utsuno@optronics.co.jp

　　URL http://www.optronics.co.jp

レンズ設計・製造展 2010およびレンズ技術特別セミ

ナー

期　日： 2010年 4月 21日（水）～23日（金）
場　所： パシフィコ横浜（横浜市西区みなとみらい 1―1―1）
主　催： 月刊 OPTRONICS

協　賛： 日本光学会ほか
参加費： 協賛団体会員 13,650円，一般 14,700円．展示会

入場は無料（登録制）
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問合せ先： （株）オプトロニクス社事業推進室　宇津野操
　　電話 03―3269―3550　Fax 03―3269―2551

　　E-mail utsuno@optronics.co.jp

　　URL http://www.optronics.co.jp 

第 45回光波センシング技術研究会講演会「ものづく

りと光波センシング」論文募集

　本研究会は 1985 年の発足以来，光波センシングの基
礎，応用から実用化にいたる最新技術の紹介と将来展望を
テーマに活動を行ってきました．第 45回研究会では「も
のづくりと光波センシング」をテーマに取り上げます．今
回の研究会は 3年前に続き浜松で開催されます．浜松は光
以外に自動車，オートバイ，楽器など数多くの企業が集
まったものづくりの町です．そこで今回の研究会では，も
のづくりと光波センシングというテーマで，ものづくりに
関係が深い光による三次元形状計測の話題を中心に企画し
ました．光切断などによる三次元計測，光干渉による形状
計測，製造現場での応用事例に関する招待講演やチュート
リアル講演などを予定しております．また，一般講演論文
はイメージング技術の話題のみならず，光波センシングの
広い分野から募集いたしますので，ぜひご投稿くださるよ
うご案内申し上げます．多くの講演者を得て活発な議論を
行いたいと思います．
期　日： 2010年 6月 8日（火）～9日（水）
場　所： 静岡文化芸術大学（〒430―8533 浜松市中区中央

2―1―1）
主　催： 応用物理学会・光波センシング技術研究会
共　催： 静岡文化芸術大学（予定），光産業創成大学院大

学（予定）
協　賛： 日本光学会ほか
募集論文の性格： 未発表のものに限ります．ただし口頭

発表や研究速報等は差し支えありません．
講演形式・時間： 一般発表講演形式で質疑応答を含めて

25分の予定．
応募方法： アブストラクトを Faxまたは E-mailで下記の

事務局までお送りください．アブストラクトは A4判
1頁以内，書式は自由です．演題，発表者，共著者，
連絡先（電話，Fax，E-mail）を明記願います．

応募締切： 2010年 3月 19日（金）必着
論文原稿締切： 2010年 5月 21日（金）必着．A4判 6～8頁
（PDF または Word 文書）を E-mail でお送りくださ
い．

参加費： 11,000円（参加費 5,000円，論文集代 6,000円），
ただし予約割引料金です．

研究会事務局： 光波センシング技術研究会事務局（LST）
矢嶋弘義

　　〒 166―0004 東京都杉並区阿佐谷南 3―11―19

　　電話/Fax 03―3391―8346　E-mail lstsec@mbp.nifty.com

　　URL http://annex.jsap.or.jp/kohasensing/

CP＋ 　 2010（シーピープラス 2010）Camera & Photo Im-

aging Show

期　日： 2010年 3月 11日（木）～14日（日）
場　所： パシフィコ横浜展示ホール＋アネックスホール
（横浜市西区みなとみらい 1―1―1）

主　催： 一般社団法人カメラ映像機器工業会
協　力： 日本光学会ほか
後援予定： 経済産業省，神奈川県，横浜市，日本貿易振

興機構
参加費： 無料
問合せ先： 一般社団法人カメラ映像機器工業会
　　イベント・プロジェクト担当　畠山
　　電話 03―5276―3800　Fax 03―5276―3893

　　E-mail hatakeyama@cipa.jp

　　URL http://www.cpplus.jp/

CP＋ 　 2010（シーピープラス 2010）技術セミナー

日　時： 2010年 3月 12日（金）　10：00～17：00

場　所： パシフィコ横浜展示ホール 2F　E204会議室
講　師（予定）： 寺田利之（オリンパスイメージング），中

井武彦（キヤノン），枝常伊佐央（エプソン），関根義
之（ソニー），宝珠山秀雄（ニコン），山根洋介（パナ
ソニック），佐藤　均（富士フイルム），北郷　隆（リ
コー）　講師は都合により変更になる場合があります．
詳細は，CP＋ホームページをごらんください．

主　催： 一般社団法人カメラ映像機器工業会
協　力： 日本光学会ほか
参加費： 1名につき，一般 8,000円，会員 4,000円，学生

2,000円（要旨集含む，要Web事前登録）
定　員： 80名
問合せ先： CP＋事務局
　　電話 03―6741―4015　Fax 03―6741―4016

　　URL http://www.cpplus.jp/
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新入会員

個　人

所　　　属氏　　　名会　員　番　号
（株）デンソー安部　知明A　　　 6103840

千葉大学井戸　祥人学 6103835

大石奈緒子6103834

セイコーインスツル（株）加藤　波里6103844

古野電気（株）須崎　寛則6103839

（株）ソキア・トプコン高橋　健三6103843

富山大学高屋　建太学 6103837

富山大学高柳　優樹学 6103838

日本精工（株）田中　　明6103841

豊橋技術科学大学豊田　敏裕6103836

（株）ルケオ花島　正和6103842

電気通信大学Nguyen AnhB　　学 0079043

シャープ（株）重田　博昭0079032

（財）日本産業技術振興協会仲間　健一0031387

特別会員

団　体　名会　員　番　号
北海道大学7100359

日本光学会 newsの掲載申込先：
〒 441―8580　豊橋市天伯町雲雀ヶ丘 1―1　豊橋技術科学大学 4系中内研究室
伊藤光学工業（株）共同研究員　宮澤佳苗
電話 0532―44―6765　Fax 0532―44―6651　E-mail: k-miyazawa＠ itohopt.co.jp
なお，掲載申込は原則として発行日（10日）から 2か月前の 15日まで，開催日が 1～10日の場合
は，開催日の 3か月前の 15日までにお願いします．
掲載にあたっては，「日本光学会 news」および「光学関連会合予定」の掲載基準（http://annex. 
jsap.or.jp/OSJ/kogaku/news-keisai.html）をご確認ください．
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日 本 光 学 会 平 成 21 年 度 幹 事（*常任幹事）

（宇都宮大）谷田貝豊彦 *幹事長：

（理研）加藤　純一 *（東京大）志村　　努 *副幹事長：

（大阪大）伊東　一良前幹事長：

（シチズンホールディングス）橋本　信幸 *（リコー）厚海　広道 *庶務幹事：

（ニコン）向井　香織 *（産総研）森　　雅彦 *

（HOYA）飯塚　隆之 *（N T T）佐々木雄三 *

（富士ゼロックス）安田　　晋 *（伊藤光学工業）宮澤　佳苗 *

（日本女子大）渡邉恵理子 *

（東工大）山口　雅浩（東京農工大）梅田　倫弘 *『光学』編集幹事：

（新潟大）佐々木修己 *（電通大）植田　憲一 *『Optical Review』編集・出版幹事：
（慶應義塾大）津田　裕之（北海道大）西村　吾朗国際協力幹事：

（慶應義塾大）石榑　崇明（豊田中研）藤川　久喜産学協力幹事：

（北海道大）戸田　泰則（山形大）佐藤　　学将来問題担当幹事：

（三菱電機）河野　裕之（コニカミノルタオプト）松坂　慶二電子化担当幹事：

（東北大）豊田　光紀（キヤノン）辻　　俊彦事業・企画担当幹事：

（東芝）岡野　英明（金沢工大）吉澤　達也
（N T T）忠永　　修（静岡大）庭山　雅嗣
（室蘭工大）湯浅　友典（シャープ）南　　功治
（九州工大）岡本　　卓（徳島大）山本　裕紹
（オリンパス）大出　　寿（長岡技大）小野　浩司
（パナソニック）式井　慎一（大日本印刷）大八木康之
（大阪大）高原　淳一（防衛大）高橋　信明
（東京工芸大）陳　　　軍（富山大）高松　　衛
（京都工芸繊維大）粟辻　安浩（奈良先端大）杉浦　忠男
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